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1. WebSphere Application Server (WAS）の位置付け
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WebSphere Application Server (WAS) とは

Java EEに準拠したWebアプリケーション・サーバー

ワールドワイドおよび日本において高いシェア

世界中で19,000社以上がWASを採用

世界の上位 100 社のうちの 90% が WAS を採用

(対象： Fortune の Global 500 Index 掲載企業)

1998年の出荷開始から、14年の歴史を持つ製品

1998年以来 700件の特許を取得

9,000 以上のISVアプリケーションがWAS上で稼働

Java EE やWebサービス等の業界標準技術にいち早く対応

幅広いプログラミング・モデルに対応

柔軟かつ強力な運用管理機能を提供

高いスケーラビリティーと可用性を提供

多くの大規模サイトで高いパフォーマンスを実証

WebSphere Application Server (WAS) は、Java EEに準拠したWebアプリケーション・サーバーで、ワ
ールドワイドおよび日本において常に高いシェアを保持しています。世界中では19,000社以上が
WASを採用しています。

WAS V1.1が1998年に出荷されて以来14年間に渡って、WASは機能拡張を続けてきました。この間
、数多くの特許が取得され、製品の実装に反映されています。

WASは、Java EE やWebサービス等業界標準技術にいち早く対応することで、開発生産性の向上を
実現しています。さらに運用管理機能を充実させることで、TCOも削減しています。

WASはミッション・クリティカルなシステムにも安心して採用していただけるように、高い拡張性、可用
性、パフォーマンスを提供しています。銀行のオンライン・バンキング・システムや証券会社のオンラ
イン・トレーディング・システムにおいてもWASは数多く採用されている実績があります。
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14年間のJava EEサーバーをリード

1999
2000

2001
2002

2008

WebSphereソフトウェア製品群の発表
JavaベースのWebアプリケーション
の開発・展開・管理

EJBを投入

Java 2
マルチOSサポート

1998

2003

J2EE 1.3
JDK1.3
分散環境の新しいトポロジー
WS-I Basic Profile 1.0WAS V2.0

WAS V3.0
WAS V3.5

WAS V4.0

WAS V5.0

WAS V5.1

JDK1.4
JSF
PME
最新のWS*

WAS V1.1

WAS V6.1

2004

2005

WAS V6.0 2006

J2EE 1.4 
HA機能拡張
SOA対応
新メッセージングエンジン
混合バージョンセル
全エディションJ2EE, PMEサポート
最新のWS*

WAS V6.1
Feature Pack 

JDK 5
SIPサポート
Portletサポート
スクリプト拡張
開発ツール(AST)
最新のWS*

2007

J2EE 1.2
J2EE 1.3

J2EE 1.4

J2EE 1.2
Webサービスサポート
動的キャッシュ
リソースアナライザー

2012
信頼性・管理機能の強化

業界標準技術への対応

WAS V7
Java EE 5

2009
2010

WAS V7
Feature Pack 

Java EE 5 / JDK 6 
柔軟な管理
ランタイム・プロビジョニング
コードとFixの集中管理
Java高速化(参照圧縮)

WAS V8.0
Java EE 6

WAS V8.0
Java EE 6 / JDK 6 
Servlet 3.0、JSF 2.0、JAX-RS
JPA 2.0、Bean Validation、CDI
バッチ実行環境
ログ・トレース高速化
集中インストレーション管理
Web2.0 & Mobile
Dynamic Scripting

2011

WAS V8.5
Libertyプロファイル
インテリジェント管理
JavaSE 7

WAS V8.5

WAS14年の歴史は、Java SE、J2EE/Java EE、Webサービス(ws-*)といった業界標準技術への対応
の歴史です。それと同時に、企業のアプリケーション基盤として安心して採用いただけるように、信頼
性の向上と運用管理機能の強化も行ってきました。パフォーマンスについても、度重なる製品チュー
ニングと機能強化により、バージョンが上がる度に性能が向上しています。

WAS V8.5は、最新のJava EE 6 および Java SE 7 に対応しており、2012年6月15日にダウンロード開
始、7月13日にメディア出荷開始となりました。WAS V8.5においても、業界標準技術への対応と運用
管理機能の強化、パフォーマンスの向上が図られています。
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WAS と Java EE の対応表

WAS V8.5 はJava EE 6 / Java 7 に対応

6

3.1

2.2

3.0

Java EE 

6

WAS 
8.0

6

3.0

2.1

2.5

Java EE 

5

WAS 
7.0

5

2.1

2.0

2.4

J2EE 

1.4

WAS 
6.1

3.02.42.32.32.2Servlet

Java EE 

6

J2EE 

1.4

J2EE 

1.3

J2EE

1.3

J2EE 

1.2

Java EE

2.22.01.21.21.1JSP

3.12.12.02.01.1EJB

1.4

WAS 
6.0

6/71.41.31.2Java SE

WAS 
8.5

WAS 
5.1

WAS 
5.0

WAS 
4.0

WAS V4.0以降のJava SEとJava EEへの対応をまとめた表になります。

J2EE/Java EEのバージョンが上がると、対応するWASのバージョンも上がっています。

同様に、Java SEのバージョンが上がる時にはWASのリリースが上がっています。

WAS V8.5はWAS V8.0と同様、Java EE 6に対応しており、主なAPIとしては、Servlet 3.0、JSP 2.2、
EJB 3.1が含まれます。

Java SE は、2011年にリリースされたJava SE 7 をサポートしています。インストール時のデフォルトの
Java SEのバージョンは6ですが、オプションとしてJava SE 7をインストールでき、どちらか選択して使
用することができます。
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WebSphere アプリケーション基盤製品（～V8.0）

WebSphere Virtual EnterpriseWebSphere Virtual Enterprise

IBM JVM

WebSphere Application Server Family

Feature Packs

WebSphere eXtreme Scale / 
DataPower XC10

WebSphere
Compute Grid

IBM Workload DeployerIBM Workload Deployer
運用管理の効率化、
仮想化、クラウド対応

バッチ処理と
分散キャッシュ

アプリケーション
基盤

WAS V8.0までのWebSphereのアプリケーション基盤製品をご紹介します。

基礎となる製品は、Java EE準拠のアプリケーション・サーバーであるWebSphere Application Server 
(WAS) です。WASはIBM JVM上で稼働します。また、WAS V8.0までは、Feature Pack と呼ばれる追
加モジュールを用いてWASの機能を拡張することができました。

以下の製品はWASと連携、または、WASを拡張して、アプリケーション基盤を強化します。

WebSphere (Extended Deployment) Compute Grid は、Javaでバッチ・アプリケーションを構築するた
めのソリューションを提供します。オンライン処理とバッチ処理を同じインフラ (WAS) 上で実行するこ
とにより、リソースの有効活用と運用の効率化を行うことができます。

WebSphere eXtreme Scale は、分散オブジェクト・キャッシュにより大量トランザクションの高速処理を
実現します。

WebSphere DataPower XC10は、ソフトウェアである WebSphere eXtreme Scale の機能の一部をア
プライアンスで提供するもので、アプライアンスに内蔵の240GBの大容量キャッシュ・エリアを利用で
きます。アプライアンスのため、WAS環境に簡単にアドオンで追加することができ、環境構築にかか
る時間の短縮と運用効率の向上を実現します。

運用管理の効率化を実現する製品が WebSphere Virtual Enterprise と IBM Workload Deployer で
す。

WebSphere Virtual Enterpriseは、アプリケーション・サーバーの仮想化を行いリソースの最適化を実
現します。

IBM Workload Deployerは、プライベート・クラウドで迅速にPaaS環境を構築するためのアプライアン
スです。
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WebSphere アプリケーション基盤製品（V8.5）

IBM JVM

WebSphere Application Server Family

WebSphere eXtreme Scale / DataPower XC10

IBM Workload IBM Workload DeployerDeployer

WebSphere Virtual Enterprise (WVE) と
WebSphere Compute Grid (WCG) が ND に統合

IBM IBM PureApplication SystemPureApplication System
New

New

Liberty プロファイル（軽量プロファイル）の登場
New

アプリケーション
基盤

運用管理の効率化、
仮想化、クラウド対応

分散キャッシュ

IBM Worklight (IBM Mobile Foundation)モバイル・
アプリケーション

New

WAS V8.5でのWebSphere アプリケーション基盤製品のラインアップです。（2012年9月時点）

アプリケーション基盤の中核であるWASではV8.5から新しい軽量ランタイムであるLibertyプロファイ
ルが登場しました。LibertyプロファイルはIBM JVMの他にOracle JVM上でも稼働します。

もう1つのWAS V8.5での大きな変化として、これまでWebSphere Virtual Enterprise (WVE)、
WebSphere Compute Grid (WCG) として提供していた機能がNDエディションに統合され、標準の機
能として使用することが可能になっています。アプリケーション基盤としての高度な運用機能がWAS
の標準機能として使用できるようになりました。

また、Feature Packとして提供されていた追加の拡張機能は、WAS V8.0で多くの機能がWAS標準
機能として統合されています。WAS V8.0で提供されていたFeature Pack for Web2.0 & Mobileの機
能も一部WAS V8.5に組み込まれ、残りの機能はオプションでインストールするWeb2.0 & Mobile
Toolkitという形で提供されています。

クライアント・デバイスの多様化、モバイル・デバイスの急増にアプリケーション基盤も対応すべく、モ
バイル・アプリケーションの開発サポートやサーバー実行環境を提供するWorklightと呼ばれる製品
もWAS V8.5とほぼ同じタイミングでリリースされています。

PaaS環境を迅速に構築するためのオール・イン・ワンのソリューションとしてIBMが2012年に発表した
IBM PureApplication Systemがあります。

IBM PureApplication Systemでは、チューニングされたネットワークやハードウェアに対して、IBM 
Workload Deployerを使用することで、WASを含む多様なミドルウェアをプロビジョニングすることが可
能で、最適なプライベート・クラウドを最短で数時間で構築することが可能です。
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【参考】 WebSphere eXtreme Scale (WXS) とは

「桁違い」のトランザクション量/パフォーマンス要求に対応

Javaで稼働するKey-Value型インメモリ・データ・ストア
アプリケーション・データや、WASの動的キャッシュ、HTTPセッションをメモリ上にキャッシュ

超高速なパフォーマンス
インメモリ処理により、数ミリ秒レベルの応答時間を実現

リニアなスケーラビリティー
WXSの台数に比例してパフォーマンスが向上

データの可用性(自動構成・自己修復)
同一サイト内でのレプリカ + 別サイトへのゾーニング機能により、障害にも自動対応

並列分散データ処理
WXS上でアプリケーション処理も並列実行可

･･
･

負荷分散装置

アプリケーション・サーバー

個々のWXSは
Javaプロセス

WebSphere 
eXtreme Scale

データベース

非同期参照

/更新可

超高速
レスポンス

・データストア
・キャッシュ
・並列分散処理

WebSphere eXtreme Scale (WXS) は、分散オブジェクト・キャッシュにより、大量トランザクションの高
速処理を実現します。WXSは単体のJVM上で稼働させることもできます。

WXSは、メモリー上にキー(Key)と値(Value)を組み合わせた形式でデータを保持し(Key-Value 
Store, KVS)、高速処理を実現します。さらに、複数のJavaプロセスに分散してデータを保持すること
ができるため、WXSの台数を追加（スケールアウト）することで容易にキャッシュ領域を拡張すること
ができます。

WXSでは、データの複製により可用性と信頼性を向上しています。複製するレプリカの数や複製の
タイミング（同期、非同期）については管理者が指定します。複数レプリカを用意して、ローカルのレ
プリカには同期で、リモートのレプリカに非同期でデータを複製することもできます。ノードに障害が
発生した場合には、自動的にデータの修復が行われます。また、ノードの障害により指定したレプリ
カの数を満たさなくなった場合には、自動的に新しいレプリカが作成されます。同様に、新しいサー
バーを追加した場合にも、自動的にデータの配分を行い、最適化を図ります。

WXSは、分散キャッシュ機能だけではなく、分散したデータの並列処理を行う機能（データグリッド・
エージェント）も提供しています。分散データ側での並列処理の結果を自動的に集計する機能も利
用できます。

アメリカの大手スポーツ専門局 ESPN が提供するWebサイト ESPN.com (http://espn.go.com/) でも
WXSは採用されています。ESPN.comは1200万人が利用していますが、WXSサーバー10台で
15,000リクエスト/秒も余裕で処理することができています。
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【参考】 IBM Workload Deployer (IWD) とは

仮想システム・パターン

ワークロード
パターン

製品
パターン

Hypervisor 
Editionの

仮想イメージ
仮想アプリケーションの
パターンである、「ワーク
ロード・パターン」を配布。
一元的な管理とモニタリング
機能により、ライフサイクル
全体に渡り管理可能

ハードウェア・アプライアンス

仮想化環境

2種類の配布モデルをサポート

仮想アプリケーション・
パターン

プライベート・クラウドに
PaaS環境を素早く構築する

ためのアプライアンス

x86x86

System p

System z 
(z/Linux)

プライベート・クラウドでのミドルウェア環境構築の時間短縮とTCOの削減を実現するアプライアンス

仮想化環境対応済みの
IBM ミドルウェア製品
(Hypervisor Edition)を
使用し、仮想化環境に
最適なミドルウェアを
素早く配布

IBM Workload Deployer (IWD) は2011年に出荷が開始された比較的新しいアプライアンスです。

WebSphere CloudBurst Applianceの後継製品であり、PaaS環境（OSとミドルウェア）構築の時間短縮
とTCOの削減を実現します。

IWDは、VMWareやPowerVM, z/Linuxなどの仮想化環境上に、必要となるOSとミドルウェア環境を
素早く配布し、導入と構築を自動化します。IWDを使用すれば、最適化されたOSとミドルウェア環境
の構築が、わずか10分～数10分で完了します。

IWDでは次の2種類の配布モデルをサポートしています。

仮想システム・パターン（トポロジー・パターン）による配布では、仮想化環境上ですぐに使用できる
IBMミドルウェアのHypervisor Editionを使用して、迅速なシステムの構築をサポートします。

仮想アプリケーション・パターンでは、アプリケーションの特性（ワークロード）に応じて、必要となる全
てのミドルウェアを一括して配布、構築します。
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【参考】 IWDを使用したWebアプリケーション基盤の構築

Webアプリケーション基盤として必要なミドルウェアを最適化した状態で一括導入・構築

WebSphere 
Application 

Server

WebSphere 
Application 

Server

WebSphere 
Application 

Server

WebSphere 
Application 

Server

WebSphere 
eXtreme Scale

WebSphere 
eXtreme Scale

WebSphere 
eXtreme Scale

WebSphere 
eXtreme Scale

WebSphere 
Application 

Server

WebSphere 
Application 

Server

LDAPLDAP

DB2

既存DB既存DB
モニタリングと
ライフサイクル

管理

アプリケー
ション

アプリケー
ション

DB

既存DB既存DBユーザー
レジストリ
ユーザー
レジストリ

QoS ポリシーQoS ポリシー

ProxyProxy

ProxyProxy

アプリケーション・モデルに基づき
自動配布

アプリケーション・モデルの作成
・アプリケーションのアップロード
・ポリシー(非機能要件)の定義

既存のJava EE
アプリケーション

のデプロイ

集中ロギング、
監視、ライセンス・
トラッキングなどの

運用タスク

既存のエン
タープライ

ズ・リソース
(Oracleや

DB2など)へ
の接続

IWDのWebアプリケーション・パターンでは、Webアプリケーション基盤として必要なミドルウェアを最
適化した状態で、まとめて導入・構築することができます。

管理者は、IWDにWebアプリケーションをアップロードし、IWDのGUIのコンソールから、このアプリケ
ーションに対して必要となるコンポーネントやポリシー（非機能要件）を定義します。IWDのコンソー
ルでは、ドラッグ＆ドロップで簡単にコンポーネントを追加することができ、既存のデータベースやユ
ーザー・レジストリへの接続を定義することもできます。データベースとユーザー・レジストリーについ
ては、IWDから新しく導入・構築することもできます。

Webアプリケーション・パターンでは、以下のミドルウェアを一括して導入・構築することができます。

• Proxy Sever

• WebSphere Application Server

• WebSphere eXtreme Scale

• Tivoli Directory Server

• DB2 Workgroup Sever (データベースのパターンが必要)

QoSのポリシー設定では、CPU使用率やレスポンス・タイム、DBへの接続待ち時間等の項目に対し
て閾値を設定し、インスタンスの最大・最小値を設定することができます。 この設定に基づき、
WebSphere Application Serverのインスタンス数は実行時に自動で調整されます。

IWDではこれらの複数ミドルウェアを集中して管理することができます。各製品のモニタリングやログ
の確認もIWDから一括して行うことができるため、構築時間の短縮に加えて、運用管理にかかる負
荷を削減することができます。
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【参考】 IBM PureApplication System とは

ハードウェア

ミドルウェア

OS

HV

ネットワーク

Expert Integrated System第一弾のPureSystemsのPaaSソリューション

IBMの各分野の製品を統合し、ネットワークからミドルウェアまでを提供・管理

プロビジョニング/統合管理機能にIWDを使用

アプリケーション

Workload 
Deployer

WASイメージDB2イメージ

Storwize V7000
(SSD + HDD) Intel x86 Servers

BNT 64 PT Enet SW

IWD単体の

サポート範囲

PureApplication
System
のサポート範囲

VMware

モニタリングと管理
Tivoli software

WebSphere

IBM PureApplication Systemは、2012年に発表・出荷開始された新しい製品です。

IBMが提案するエキスパート・インテグレーテッド・システムと呼ばれる、エキスパートが持つ高度な知
見を実装し、設計段階から全てを最適に統合してあり、計画から導入、運用に至る煩雑な作業から
解放することを実現する製品ファミリーの1つです。

IBM PureApplication Systemは、特にWebとデータベースのトランザクション・アプリケーション向けに
設計/調整されたプラットフォームです。ワークロードを認識して、 導入、カスタマイズ、セキュリティ
ーによる保護、管理を簡単に導入/展開できます。IBM Workload DeployerによりWAS、DB2といった
ミドルウェアやソフトウェアのパターンをプロビジョニングすることで迅速に目的の新しいサービスの
開発と提供を実現します。
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2. WAS V8.5 新機能概要
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WAS V8.5 の特徴

IBM Java 7 
プログラミング・モデルの拡張
- OSGiのEJB のサポート
- Web 2.0 & Mobile Toolkit
- SCA
Liberty プロファイル

開発ツールの充実
- WDT（Eclipse プラグイン）
- Toolsエディション

Migration toolkit

開発生産性の向上 運用・管理機能の向上

高速かつ容易、柔軟な
アプリケーション開発

アプリケーション・エディショ
ン管理

アプリケーション・サーバー
のヘルス管理

動的クラスター

インテリジェントな流量制御

メッセージング機能の向上

WAS上でメモリー・リークの
検出と防止、修復

インテリジェント
管理

運用・管理機能向上

バッチ機能

拡張リポジトリー

HPEL ログのフィルタリング
機能

クロスコンポーネント・トレー
ス (XCT)

スマートな
アプリケーション基盤

New

WAS V8.5 の特徴について新機能を中心に説明します。

WAS V8.5では、Java 7のサポートや豊富な開発プログラミング・モデルをサポートしており、開発生
産性が向上しています。

さらに、WVEから統合されたアプリケーション管理機能や、流量制御・優先制御といったルーティン
グの最適化によって、より拡張的で信頼性の高いアプリケーション基盤を提供します。

運用・管理機能に関しても、バッチ機能の統合、拡張リポジトリーの追加、ロギング/トレースの機能
向上が為されています。

14
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WAS V8.5 の特徴

IBM Java 7 
プログラミング・モデルの拡張
- OSGiのEJB のサポート
- Web 2.0 & Mobile Toolkit
- SCA
Liberty プロファイル

開発ツールの充実
- WDT（Eclipse プラグイン）
- Toolsエディション

Migration toolkit

開発生産性の向上 運用・管理機能の向上

高速かつ容易、柔軟な
アプリケーション開発

アプリケーション・エディショ
ン管理

アプリケーション・サーバー
のヘルス管理

動的クラスター

インテリジェントな流量制御

メッセージング機能の向上

WAS上でメモリー・リークの
検出と防止、修復

インテリジェント
管理

バッチ機能

拡張リポジトリー

HPEL ログのフィルタリング
機能

クロスコンポーネント・トレー
ス (XCT)

スマートな
アプリケーション基盤

新しく登場した
軽量ランタイム

統合されたWVE機能

統合されたWCG機能

New

運用・管理機能向上

このセミナーでは、特に大きな変化であるLibertyプロファイルの登場、WVE/WCG機能の統合にフ
ォーカスして、機能の説明やユースケース、メリットについて解説していきます。

15
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Liberty プロファイル

動的サーバー・プロファイル
アプリケーションが必要な機能
を自動で判断して追加

Developer First にフォーカス
シンプルかつ共有可能なサーバー構成
構成情報の共有や再利用を容易にするため、
1つのXMLファイル（複数も可）で管理

軽量ランタイム
わずかなメモリー使用量:
(60MB for TradeLite)

NDのJob Managerと統合可能
NDのJob Managerからサーバー
のライフサイクルを管理可能

通常のWASとの高い親和性
同じ信頼性の高いコンテナとQOSを
採用。開発から運用に簡単に移行

動的ランタイム
機能追加や構成変更時に、
サーバーの再起動が不要

プラットフォーム拡充
開発用としてMACを追
加サポート

高速起動

起動時間: 5秒以内
ダウンロード・サイズ

50MB以下

WAS V8.5 
Liberty Profile

Unzipによる導入とデプロイ

Installation Manager か unzip で
導入。サーバー + アプリ + 構成情
報をUnzipでデプロイ可能

統合ツール
高機能かつ、Eclipseから

簡単に使用可能

新しく登場した軽量サーバー・ランタイム

New

Libertyプロファイルは、新しく登場したサーバー・ランタイムです。

以下のような特徴を備えています。

・軽量なランタイム

・高速起動

・動的かつシンプルなサーバー構成

・容易な導入とデプロイ

・多様なプラットフォームのサポート

詳細な特徴については、「2.Libertyプロファイル概要・開発」セッションでご確認ください。

16
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Liberty プロファイルを使用した開発

Libertyプロファイル

Eclipse

WAS Developer Tools
for Eclipse

WAS ND

WAS Base / Express 

Liberty プロファイルを使用した開発

Eclipseアドオンの無償開発ツールを使用

迅速なテスト・サーバーの起動
シンプルかつ容易なテスト環境の構成
動的更新

・・・etc

アプリケーションをデプロイ

「2. Libertyプロファイル概要・開発」セッションでご紹介します

Libertyプロファイルは、従来の開発を大きく変えることが期待されます。

これまでの一般的なRAD (Rational Application Developer) とWASを使用した開発の場合、インスト
ール・サイズが大きい、テストサーバーの起動やデプロイに時間がかかるなどの問題がありました。

WAS V8.5の開発には、WAS Developer Tools for Eclipse (WDT) と呼ばれるEclipseのアドオンとし
て使用できる無償の開発ツールを使用できます。開発ツールのWDTとテストサーバーのLibertyプロ
ファイルを組み合わせて使用することで、開発環境のセットアップやテストサーバーの起動、デプロ
イの時間などが短縮でき、開発を迅速に行うことが可能になります。

Libertyプロファイルで開発したアプリケーションは、WAS Base版やND版にデプロイして稼働させる
ことが可能なため、統合テストや本番環境へのデプロイまで効率的に行うことができます。

詳細に関しては、「2.Libertyプロファイル概要・開発」セッションでご紹介します。

17
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Liberty プロファイルの運用

IHS

IHS

Plugin

Plugin

Liberty

Liberty

Liberty

DB

シンプルクラスター

ワークロード管理

DB接続

JobManager

JobManager連携

Session

セッション・パーシスタンス

SSL通信

「3. Libertyプロファイル構築・運用」セッションでご紹介します

開発での使用だけでなく、これまでTomcatで運用していたお客様やアプリケーションが使用するAPI
がLibertyプロファイルが提供されている場合は、Libertyプロファイルを本番環境でご使用いただくこ
とも十分検討いただけます。

Webサーバー・プラグインから負荷分散を行わせるシンプルなワークロード管理やSSL通信、リポジト
リー・サービスといったセキュリティー機能に加えて、セッション・オブジェクトのパーシスタンス、
JobManagerと連携した管理機能も備えています。

Libertyプロファイルのトポロジー構成や運用に関する考慮点などは「3.Libertyプロファイル構築・運
用」セッションでご紹介します。

18
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WVE および WCG 機能の統合

インテリジェント管理
WebSphere Virtual Enterprise の機能が WAS ND V8.5 に統合

最適なルーティング

ヘルス・モニタリング

アプリケーションのバージョン管理

バッチ
WXD Compute Grid の機能がWAS V8.5 ND に統合

オンライン・トランザクションとバッチ処理の共存

並列ジョブの実現

エンタープライズ・スケジューラーとの統合

サーバー・リソースの効率化、運用・保守の効率化

高度なバッチ処理によるシステム管理者の運用効率向上

New

これまでWVE、WCGとして提供されていた機能がWAS V8,5のNDエディションに統合されました。

インテリジェント管理は最適なルーティングやヘルス・モニタリング、アプリケーションのバージョン管
理を実現し、

サーバー・リソースの効率化、運用・保守の効率化を実現します。

Java バッチでは、WCGの並列ジョブ実行やエンタープライズ・スケジューラーとの統合などの機能に
より高度なバッチ処理によるシステム管理者の運用効率向上が望めます。

19
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インテリジェント管理

WebSphere Virtual Enterprise の機能が WAS ND V8.5 に統合

インテリジェント・ルーティング （流量制御と優先制御）
オンデマンド・ルーター (ODR) でリクエストをキューイングし、クライアントの優先度や
割り振り先のサーバーの負荷状況に応じて、最適なサーバーへの割り振りを行う。

コールセンター

社内一般ユーザー
(閲覧)

社内一般ユーザー
(特定の顧客処理)

顧客管理

顧客管理

顧客管理

サーバー#1

サーバー#2

サーバー#3

顧客管理
クラスター

待機

優先度

高

中

低

販売管理

販売管理

販売管理

販売管理
クラスター

10
0%

0%
50

%

CPU

10
0%

0%
50

%

CPU

10
0%

0%
50

%

CPU

ODRODR
高

中

低

優先度付けに対応
したリクエスト処理

各サーバーの負荷に応じ
て動的に重み付けを変更

インテリジェント管理はWebSphere Virtual Enterpriseから統合された機能です。インテリジェント管理
の中のいくつかの主要な機能についてご紹介します。

まず、もっとも代表的な機能が流量制御、優先制御を含むインテリジェント・ルーティング（最適なル
ーティング）です。

インテリジェント管理では、オンデマンド・ルーター（ODR）と呼ばれるプロキシー・サーバーがリクエス
トのルーティングを制御します。

流量制御では、アプリケーション・サーバーの負荷状況に応じてODRがリクエストをキューイングし、
より負荷の低いサーバーへルーティングしたり、全体の処理能力が追いつかない場合には、新しい
クラスターメンバーを起動させるといった動的なルーティングの制御が可能です。

優先制御に関しては、お客様と社内アクセス、トランザクション処理とページの表示のみのリクエスト
、といった重要度の異なるリクエストに対してODRが優先的にサーバーに割り振ることができます。

20
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インテリジェント管理

ヘルス・モニタリング
障害の予兆となる現象（CPU負荷増大、応答時間遅延）を自動的に検知し、
事前に定義したアクション（管理者への通知、ダンプ取得、再起動、etc）を実行できる。

アプリケーションのバージョン管理
同一のアプリケーションの複数のバージョンを保持することができ、
サービス無停止でのバージョン更新/ロールバックを実現できる。

V2.0
V1.1

V1.0

管理者へ通知
ダンプファイル取得
サーバー再起動

障害予兆
CPU 使用率が
90 % 越え！応答時間が

遅い・・・

WASが検知 事前に定義したアクションを実行

「5. インテリジェント管理（1）」 「6. インテリジェント管理（2）」

セッションでご紹介します

インテリジェント管理には、他にもヘルス・モニタリングと呼ばれる、サーバーの障害予兆を監視し、
自動的に検知させ、事前定義のアクションを実行させる機能やアプリケーションのバージョン管理に
よる、従来のWASに比べてより高度な運用管理を容易に実施できるようになります。

詳細は「5.インテリジェント管理（1）」 「5.インテリジェント管理（2）」でご紹介します。
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バッチ

WAS環境を利用して、長時間かかるバッチ処理を実行する機能

オンラインのアプリケーションと同じプラットフォームを使用可能

スケジュール機能や、障害に備えたチェック・ポイントとリスタートの機能を提供

xJCL

WASWAS

ジョブ
スケジューラー

ジョブ投入

WASWAS

バッチ
コンテナー

Java EEバッチ
アプリケーション

Scheduler 
DB

Checkpoint 
DB

WASWAS

バッチ
コンテナー

Java EEバッチ
アプリケーション

コマンド

ジョブ管理
コンソール

EJB / 
Webサービス

クライアント

多彩なジョブ投入
インターフェイス

xJCLによる高
度なジョブ記述

ジョブ・スケジューラが適切
なサーバーに処理を依頼

チェック・ポイント＆
リスタートなど高度
なバッチ実行基盤の
提供

WASでは、まとまった処理単位のリクエストを処理するバッチを実行することができます。

バッチ処理の特有のジョブの投入インターフェイスやスケジュール機能、障害時の復旧・再開を迅速
に行うためのチェック・ポイントとリスタート機能など多様な運用管理を備えています。

WAS V8.0までもJavaバッチの実行環境は提供していましたが、WAS V8.5からWCGの高度のバッチ
運用管理機能が利用できるようになっています。

22
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Java バッチの運用機能

WXD Compute Grid の高度なJavaバッチ運用機能が利用可能

バッチ処理とOLTP処理を同時稼働

パラレル・ジョブ・マネージャーによる
並列ジョブの実現

Tivoli Workload Scheduler などの
エンタープライズ・スケジューラーとの
統合

Java以外のネイティブ・プログラム実行

バッチ・ジョブの優先度管理

Batch

8 am 8 pm 8 am

Online Batch

8 am 8 
am

Batch
Batch

Batch Batch

Current Batch Processing 
Technique

Modern Batch Processing 
Technique

「4. バッチ」セッションでご紹介します

バッチ処理にJava言語を使用することで、オンラインのアプリケーションとバッチ処理を同一の環境
で稼働することができます。

全体の処理が最適に実施されるには、バッチ処理の運用が重要なポイントとなります。

WCGから統合された機能には、ジョブを分割して効率的にバッチ処理を制御するパラレル・ジョブ・
マネージャーによる並列ジョブ実行やTivoli Workload Scheduler などの外部スケジューラーとの連
携、Unixシェルなどのネイティブ・バッチの実行、バッチ・ジョブの優先度管理などがあります。

詳細は、「4.バッチ」セッションでご紹介します。
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WAS V8.5 の特徴

プログラミング・モデルの拡張
- OSGiのEJB のサポート
- Web 2.0 & Mobile Toolkit
- SCA
Liberty プロファイル

開発ツールの充実
- WDT（Eclipse プラグイン）
- Toolsエディション

IBM JDK7 
Migration toolkit

開発生産性の向上 運用・管理機能の向上

高速かつ容易、柔軟な
アプリケーション開発

アプリケーション・エディショ
ン管理

アプリケーション・サーバー
のヘルス管理

動的クラスター

インテリジェントな流量制御

メッセージング機能の向上

WAS上でメモリー・リークの
検出と防止、修復

インテリジェント
管理

運用・管理機能、
セキュリティー機能
の向上

バッチ機能

拡張リポジトリー

HPEL ログのフィルタリング
機能

クロスコンポーネント・トレー
ス (XCT)

スマートな
アプリケーション基盤

「7. その他新機能」セッションでご紹介します

New

LibertyプロファイルやWVE、WCGから統合された新機能の他にも、開発効率、耐障害性、運用管
理機能を向上させる多くの新機能があります。

こちらは「7.その他新機能」セッションでご紹介します。
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3. WAS V8.5のエディションとパッケージング
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WAS V8.5のエディション Update

WAS for 
Developers

WAS ND WAS for z/OSWAS Hypervisor Edition

WAS

WAS CEWAS Express

本番環境のWAS
で稼働するアプリ
ケーションの迅速
な開発をサポート

開発者のPCでの
利用を想定
無償で提供
Eclipse用アダプ
ターを利用可能

VMware, PowerVM, zVM な
どのサーバー仮想化環境に
最適化され，短時間で環境構
築が可能

非常に高い可用性，高いパ
フォーマンス，高度な管理機
能を提供。ミッション・クリティ
カルなアプリケーションに最
適。

z/OS Sysplex を活用し，高度
なセキュリティー，信頼性を提
供。リソース活用を最大化。

セキュアでパフォーマンスの高いトランザクション・エンジンを提供
最大で5つのアプリケーション・サーバー・プロファイル間にて，Web層
のクラスタリングとフェイルオーバー機能を提供。

安価に動的Webアプリ
ケーションを構築可能

オープンソースベース
スモール・フットプリント
初期ライセンス・コストが不要

Tools 
Edition

共通のコードベース

+Liberty
Profile

+Liberty
Profile

+Intelligent
Mgmt

+Liberty
Profile

+Intelligent
Mgmt

+Liberty
Profile

+Intelligent
Mgmt

+Liberty
Profile

+Liberty
Profile

Tools 
Edition

Tools 
Edition

WASは、お客様のニーズに合わせて選択可能な幅広いエディションを提供しています。

WAS V8.5のエディションは、WAS V8.0までで提供されているエディションと同じです。

実働環境で使用可能なエディションには、Express、Base、Network Deployment、Hypervisor Edition、WAS for 
z/OSがあります。Hypervisor Editionは、WAS NDと同様の機能を提供しますが、仮想化環境（ハイパーバイザ
ー）上ですぐに使用できるようにOSも一緒にパッケジングされ、最適化されています。

開発用のエディションとして、開発者のデスクトップに導入可能なWAS for Developersがあります。WAS for 
Developersは実働環境やパフォーマンス・テストの環境として使用することはできません。WAS for Developers
には、Webからダウンロード可能な無償版と、サポートが提供される有償版があります。無償版は以下のURLか
らダウンロードすることができます。

http://www.ibm.com/software/jp/websphere/evaluate/wasdevelopers/

これらのエディションは全て同じWebSphereコード上に構築されています。

新しく登場したLibertyプロファイルは全てのバージョンに同梱されて提供されます。インストール・イメージに含
まれて出荷されているため、それぞれのエディションと同時にインストールすることもできますし、開発用途であ
れば、Libertyプロファイルのみをダウンロードして単体でインストールすることもできます。Libertyプロファイルは
、以下のURLからダウンロードすることができます。

https://www.ibm.com/developerworks/mydeveloperworks/blogs/wasdev/entry/download_wlp

WAS Community Edition (WAS CE) は、オープンソースのApache Geronimoをベースにした軽量なアプリケー
ション・サーバーで、Webからダウンロードして使用することができます。WAS CEについては、通常のWASのバ
ージョン番号と異なり、Apache Geronimoに準拠したバージョン番号が採用されています。2012年9月現在、最
新のバージョンは、WAS CE V3.0になります。WAS CEは以下のURLからダウンロードできます。

http://www.ibm.com/developerworks/downloads/ws/wasce/
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WAS V8.5のエディション比較

*1: 2010年11月にWAS Baseライセンスの拡張を発表

○○○○
Java EE 6 / Java SE 7サポート

(EJB含む)

n/a○
5サーバーまで○

方法：DB

2サーバーまで○

方法：DB

クラスター構成と

フェイルオーバー

○○○×64bit モジュールの提供

n/a○××複数サーバーの集中管理

ユーザー課金

/ 無償版
PVU課金

PVU課金 / 

ソケット課金*1

PVU課金 / 

ユーザー課金

（イントラネット20

ユーザー・ライセンス）

課金体系

無制限

WAS ND

開発者用PC無制限PVU 480まで導入可能プロセッサー数

WAS Express
WAS for 

Developers
WAS (Base)内容

サーバーとして利用可能 開発用

*1: 2010年11月にWAS Baseライセンスの拡張を発表

WAS V8.5でのExpress、Base、ND、WAS for Developersの機能比較になります。

全てのエディションで、Java EE 6 / Java SE 7をサポートしており、全エディションで同じアプリケーションを稼働
させることができます。エディション間の主な違いは、ライセンスの違いと運用管理面での違いになります。

WAS Expressは、小規模なシステムを対象に、シングル・サーバー環境を提供します。Expressは、導入可能な
プロセッサー数(PVU値)に制限があり、また、64bit モジュールの提供がありません。導入可能なPVU値は、
480PVUまでとなります。

また、Expressのみに提供される課金体系として、イントラネット20ユーザー・ライセンスというものがあります。こち
らは1ロケーションあたり１台のExpressしか導入できないという制限がありますが、イントラネット向けの小規模ア
プリケーションでは、さらに安価なライセンスとしてご利用いただけます。

WAS Baseは、Expressと同様にシングル・サーバー環境を提供しますが、導入可能プロセッサー数に制限はあ
りません。また、2010年11月から新しくソケット課が提供されるようになりました。

WAS NDは、大規模環境向けに、集中管理機能とクラスタリング機能、障害時の自動フェイルオーバー機能を
提供しており、 可用性の高いシステムを構成することができます。フェイルオーバーの対象には、HTTPセッショ
ンやメッセージング、２フェーズ・コミットにおけるトランザクションも含まれます。

WAS ExpressとBaseでは、Webサーバー・プラグインからWASへのリクエストの割り振りと、HTTPセッションのフェ
イルオーバーをサポートしています。（ただし、セッションの共有方法はDBに限定されます。メモリー間複製は
NDのみのサポートです。）Expressは2台間でのセッション共有が可能ですが、Baseでは、2010年１１月の拡張
により、5台まで可能になりました。また、 WebサーバーからWASへリクエストの割り振りは25台まで可能です。

WAS for Developersは、開発用者向けのライセンスで、 WAS Baseと同じ機能を提供します。有償版は、 WAS 
for Developersを導入する開発者単位に課金されます。WAS V8.0からは64bitモジュールも提供されるようにな
りました。
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WAS V8.5のパッケージング (同梱物)

○
開発･テストのみ

○
開発･テストのみ

○
開発･テストのみ

○
開発･テストのみ

WebSphere Adapters

○○○○
アプリーション・クライアント / 

シン・クライアント

×○○×Tivoli Access Manager*

○○○○Libertyプロファイル

×○×
管理対象にはなれる

×
管理対象にはなれる

Job Manager

IADTIADTIADTIADT
開発ツール

(アセンブリー＆デプロイ)

○○○○DB2 Workgroup Server*

○○○○Tivoli Directory Server*

○○○○
IBM HTTP Server / 

Web Server プラグイン

×○××Edgeコンポーネント

×○××
Proxy Server / 

Secure Proxy Server

WAS NDWAS Express
WAS for 

Developers
(有償版)

WAS (Base)内容

IADT: IBM Assembly and Deploy Tools for WebSphere Administration
RAD: Rational Application Developer

*同梱されるDB2、Tivoli製品には使用に制限があります。
詳細はライセンス証書をご確認ください

WAS V8.5に同梱されるコンポーネントをエディション毎にまとめた表になります。

全てのエディションに共通して、IBM HTTP Server、Webサーバー・プラグイン、クライアント機能が
提供されます。WAS NDでは更に、Edge Components（ロードバランサーとキャッシング・プロキシー）
と、JavaのProxy Server、Secure Proxy Serverが同梱されます。そのため、WAS NDではWebシステム
で必要となるインフラ全体をWASのライセンスだけで構築することができることが特徴です。

さらに、複数のWAS環境を管理するためのJob ManagerもWAS NDに同梱されています。Job 
ManagerはWAS V7.0から追加されたコンポーネントで、ローカルやリモートのWAS 
Express/Base/NDに対して、非同期にジョブを投入することができます。

開発コードのアセンブリーとデプロイ用ツールとして、WAS V8.0からIBM Assembly and Deploy 
Tools for WebSphere Administration (IADT) が同梱されています。これは、WAS V7.0で同梱されて
いたRational Application Developer Assembly and Deploy Features for WebSphere Software (RAD 
AD) に変わるものです。

DB2 Workgroup Server、Tivoli Directory Server (LDAP)、Tivoli Access Manager (認証)も同梱され
ていますが、こちらは使用用途が限定されていますのでご注意ください。例えばDB2の場合は、
WASのHTTPセッションの保管など、WASの管理用途として使用することができます。詳細について
はライセンス証書をご確認ください。

WebSphere Adaptersも提供されていますが、こちらは開発・テスト用のライセンスであり、本番環境で
の使用には別途ライセンスの購入が必要になります。

すべてのエディションでLibertyプロファイルを使用することができます。
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WAS V8.5のライセンス情報

インテリジェント管理およびバッチ機能

WVE／WCGの機能がWAS本体に統合され、WVE／WCGのライセンスは不要

WAS V8.0以前のWASで、このような機能をお使いただく場合は、WVE V7.0、或
いは、WCG V8.0のライセンスが必要

Liberty プロファイル

WAS for Developers のライセンスで

開発用途は無償で使用可能（ローカルでの開発・テスト）

有償でサポートを提供（技術QA／障害対応）

WAS Express/Base/ND のライセンス

本番環境 / 検証環境での使用が可能

契約済みのライセンスの範囲（PVU）での利用

技術QAや障害対応などのサポートを提供

Update

これまで、WVE、WCGという別製品で提供されていた機能がWAS NDエディションで使用できるよう
になりましたが、従来のNDのライセンスで（追加ライセンス無しで）お使いいただくことができます。

ただし、今後もV8.0までのWASとWVE/WCGを組み合わせて使用する場合は、従来どおりWASのラ
イセンスに加えてWVE/WCGのライセンスが必要になります。

Libertyプロファイルに関しては、開発用途では無償でお使いいただけます。

サポートが必要な場合、WAS for Developerのラインセンスか、WAS Express/Base/NDのライセンス
が必要になります。

WAS for Developers の有償サポートをご契約いただいている場合、Libertyも同梱されているため
WAS for Developersと同様にQAや障害対応のサポートを受けることができます。

WAS Express/Base/NDのライセンスの場合、開発だけでなく本番環境/検証環境での使用が可能
になります。この場合、契約しているPVUの範囲内で使用可能です。
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まとめ

開発生産性の向上
軽量ランタイムである Liberty プロファイルの登場により迅速に開発が可能

無償のEclispe プラグインの開発ツールを提供

JDK7, OSGi など強力なプログラミング・モデルのサポート

スマートなアプリケーション基盤
優先制御、および負荷に応じた動的な流量制御

アプリケーション・バージョン管理

ヘルス管理による耐障害性の向上

メモリー・リークの検出および防止、修復による信頼性の向上

運用管理機能の向上
バッチの機能拡張

拡張リポジトリー・サービスによる構成管理の強化

HPEL、クロス・コンポーネント・トレースといった高度なログ管理機構を提供

迅速なマイグレーション
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